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(57)【要約】
　本発明は、ジェスチャを用いて少なくとも２つの超音
波センサユニットを有する超音波システムを制御する方
法に関する。方法は、第１超音波センサユニット上のジ
ェスチャを検出するステップと、検出したジェスチャを
ジェスチャデータベース内の複数のジェスチャのうちの
１つと照合するステップと、検出したジェスチャに関連
するジェスチャデータベース内の割り当てられた少なく
とも１つのシステム機能を読み出すステップと、前記少
なくとも１つのシステム機能を起動するステップと、を
有する。少なくとも１つのシステム機能は、第２超音波
センサユニットから前記第１超音波センサユニットに音
源を切り替えることを含み、該システム機能に割り当て
られたジェスチャは、前記第１超音波センサユニットの
表面におけるダブルタップを有する。さらに、本発明は
当該方法を実行するシステムに関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジェスチャを用いて少なくとも２つの超音波センサユニットを有する超音波システムを
制御する方法であって、各超音波センサユニットは前記超音波センサユニットの表面での
ジェスチャ検出のためのセンサを有し、前記方法は、
　第１超音波センサユニット上のジェスチャを検出するステップと、
　前記検出されたジェスチャがジェスチャデータベースに格納されたジェスチャに一致す
るかどうかを決定するステップと、
　前記検出されたジェスチャを前記ジェスチャデータベース内のジェスチャと照合するス
テップと、
　前記検出されたジェスチャに関連する前記ジェスチャデータベース内の割り当てられた
少なくとも１つのシステム機能を読み出すステップと、
　前記少なくとも１つのシステム機能を起動するステップと、
　を有し、少なくとも１つのシステム機能は、第２超音波センサユニットから前記第１超
音波センサユニットへ音源を切り替えることを含み、該システム機能に割り当てられたジ
ェスチャは、前記第１超音波センサユニットの前記表面上のダブルタップを有する、方法
。
【請求項２】
　ジェスチャを検出する前記センサは、少なくとも１つの容量性センサを有する、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１又は第２超音波センサユニットの前記表面上で検出された更なるジェスチャを
ジェスチャテンプレートとして前記ジェスチャデータベースに格納することにより、前記
ジェスチャデータベースを移植するステップと、
　前記ジェスチャデータベース内の格納されたジェスチャに少なくとも１つのシステム機
能を割り当てるステップと、
　前記検出されたジェスチャと共に複数の基準センサデータを含めるステップと、
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記個々の超音波センサユニットの前記センサにより、関連付けられたマウス型入力モ
ードジェスチャを認識することにより、前記第１又は第２超音波センサユニットにおいて
マウス型入力モードを起動するステップと、
　関連付けられたグラフィカルユーザインタフェースディスプレイのための前記個々の超
音波センサユニットにおける制御ジェスチャを解釈するステップと、
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　制御ジェスチャを解釈する前記ステップは、前記グラフィカルユーザインタフェースデ
ィスプレイ上の入力に関連する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのシステム機能は音量の調整を有し、該システム機能に割り当てら
れた前記ジェスチャは、反時計回りスワイプ動作又は時計回りスワイプ動作を有する、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記検出されたジェスチャをベースユニットに提供するステップを更に有し、前記検出
されたジェスチャが前記ジェスチャデータベースに格納されたジェスチャと一致するかど
うかを決定する前記ステップは、前記ベースユニットにより実行される、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　前記検出されたジェスチャが前記ジェスチャデータベースに格納されたジェスチャと一
致するかどうかを決定する前記ステップは、前記第１超音波センサユニットにより実行さ
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れる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ジェスチャを用いて制御可能な少なくとも２つの超音波センサユニットを有する超音波
システムであって、各超音波センサユニットは前記超音波センサユニットの表面でのジェ
スチャ検出のためのセンサを有し、前記システムは、
　第１超音波センサユニットで検出されたジェスチャがジェスチャデータベースに格納さ
れたジェスチャに一致するかどうかを決定し、
　前記検出されたジェスチャを前記ジェスチャデータベース内のジェスチャと照合し、
　前記検出されたジェスチャに関連する前記ジェスチャデータベース内の前記割り当てら
れた少なくとも１つのシステム機能を読み出し、
　前記少なくとも１つのシステム機能を起動する、
　よう構成され、少なくとも１つのシステム機能は、第２超音波センサユニットから前記
第１超音波センサユニットへ音源を切り替えることを含み、該システム機能に割り当てら
れたジェスチャは、前記第１超音波センサユニットの前記表面上のダブルタップを有する
、超音波システム。
【請求項１０】
　プロセッサ及びメモリを有するベースユニットを更に有し、前記ベースユニットの前記
プロセッサによりアクセス可能な制御ジェスチャデータデータベースを更に有し、
　前記超音波センサユニットは、
　ジェスチャを表すジェスチャセンサデータを検出し、
　前記検出したジェスチャセンサデータを、電子通信により前記ベースユニットに提供す
る、よう動作し、
　前記ベースユニットの前記メモリは命令を含み、該命令は、前記プロセッサにより実行
されると、
　前記検出したジェスチャセンサデータが前記ジェスチャデータベースに格納された複数
のジェスチャのうちの１つに一致するかどうかを決定し、
　前記決定した一致したジェスチャに関連する、前記ジェスチャデータベース内の前記割
り当てられた少なくとも１つのシステム機能を読み出し、
　前記少なくとも１つのシステム機能を起動する、よう動作する、
　請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記ベースユニットの前記メモリは、命令を更に含み、該命令は、前記プロセッサによ
り実行されると、
　検出されたジェスチャセンサデータをジェスチャテンプレートとして前記ジェスチャデ
ータベースに格納することにより、前記ジェスチャデータベースを移植し、
　前記ジェスチャデータベース内の格納されたジェスチャに少なくとも１つのシステム機
能を割り当てる、
　よう動作する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記検出したジェスチャセンサデータは、指紋を表す、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ジェスチャデータベースは、複数のオペレータの指紋を表すエントリを含み、前記
割り当てられたシステム機能はオペレータのプロファイルである、請求項１２に記載のシ
ステム。
【請求項１４】
　前記ベースユニットは、
　関連付けられたマウス型入力モードジェスチャを認識することにより、前記第１又は第
２超音波センサユニットにおいてマウス型入力モードを起動し、
　関連付けられたグラフィカルユーザインタフェースディスプレイのための、前記個々の
超音波センサユニットにおける制御ジェスチャを解釈し、前記制御ジェスチャはグラフィ
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カルユーザインタフェースディスプレイ上の入力に関連する、
　よう更に動作する、請求項１０に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線センサの動作制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療パラメータの無線登録は最新の傾向である。バッテリ技術における進歩、並びに無
線及び信号処理の小型化は、従来ケーブルが必須であった場所で、多くの生理学的信号の
無線手段による取得を可能にする。無線技術の１つ主な利点は、基本装置をセンサから空
間的に分離すること、及び患者に動きの更なる自由度を与えることである。ケーブルに束
縛されたソリューションでは、使用範囲はケーブル長に限られてしまう。多くのセンサで
は、ケーブル長は標準的に２～２．５ｍの間であり、これはほぼ腕を広げることでカバー
できる距離である。幾つかのパラメータは、設置又は動作の間に、初期又は永久的調整を
必要とする。
【０００３】
　例えば、電子分娩監視装置は、２つのセンサ、つまり、胎児の心拍を監視する超音波ド
プラセンサ、及び子宮収縮を記録する（registering）ＴＯＣＯセンサを有する。２つの
センサは、設置及び動作の間に制御動作を必要とする。これらの制御動作のために、基本
装置は、押しボタン、回転つまみ、又はタッチスクリーンを設ける。ケーブルにより、セ
ンサと動作制御との間の距離は、センサ位置決め及び動作調整が両手で行うことができる
ように、限られてしまう。片手は、例えば、超音波センサの最適配置位置を探しており、
もう１つの片手は、音響心拍出力の音量を制御している。
【０００４】
　幸運にも、基本装置と無線センサとの間の距離は短距離に限定されない。
【０００５】
　配置又は再調整の間に基本装置の手の届く近傍に無線センサを保っておく必要は、許容
しがたい且つ不必要な制限である。ワークフローの簡略化のために、その場で基本的動作
制御を有することは有用である。胎児超音波ドプラセンサでは、基本的動作制御は、例え
ば、音響出力の音源選択及び音量制御である。動作制御ボタンのセンサ筐体への統合は、
通常問題が無いが、特定の境界条件下では、押しボタン、スイッチ、又は回転つまみのよ
うな標準的な機械的制御要素の実現が困難である。伝統的な動作制御要素による実装を妨
げる重要な設計条件は、耐水性、殺菌剤耐性、滅菌及び消毒、筐体サイズ／制限、手袋を
はめての操作、小型化、コスト、等である。上述及び／又は他のアプローチの追加及び／
又は代替の欠点が提示され得る。
【０００６】
　以下に挙げる全ての理由により、新規な制御方法及びシステムに基づく簡易なコスト効
率の良いソリューションが必要である。
【０００７】
　独特許出願番号第ＤＥ１０２０１３２１６１５２号は、光学的カメラ及び加速度計によ
りジェスチャを検出できる制御手段を備える無線著音波ヘッドを有する医療診断及び治療
のための超音波装置を開示している。開示の超音波装置は、タップ及びスワイプのような
ジェスチャを行うことにより制御される。
【０００８】
　ＵＳ２０１３/０１７８７４４Ａ１は、超音波トランスデューサを有する超音波プロー
ブと、１又は複数の指のスライドジェスチャを検出するよう構成されたタッチゾーンと、
を有する超音波システムを開示している。タッチゾーンにより、世話人の指がプローブか
らずらされ又は離される必要がなく、手動入力及びコマンドが世話人の手から受信できる
。さらに、タッチゾーンは、タッチゾーンに対するタップのような非スライドジェスチャ
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を利用するコマンドの入力を助ける。
【０００９】
　ＵＳ２０１４/０１２８７３９Ａ１は、ジェスチャ又はプローブにより実行される特定
動きパターンを検出する動き検知システムを有する超音波プローブを備える超音波画像シ
ステムを開示している。検出したジェスチャに基づき、制御動作が実行される。さらに、
超音波プローブは、ディスプレイ装置上のカーソル位置を制御するトラックパッドを有し
て良い。さらに、プローブは、グラフィカルユーザインタフェースと相互作用するための
ボタンの対を含み得る。あるいは、ユーザは、トラックパッドを通じてグラフィカルユー
ザインタフェースと相互作用し、ボタンの機能にアクセスするためにトラックパッド上で
タップ又はダブルタップのような動作を実行できる。
【発明の概要】
【００１０】
　第１の態様によると、本発明は、ジェスチャを用いて少なくとも２つの超音波センサユ
ニットを有する超音波システムを制御する方法であって、各超音波センサユニットは超音
波センサユニットの表面上でのジェスチャ検出のためのセンサを有する、方法を提案する
。方法は、第１超音波センサユニット上のジェスチャを検出するステップと、検出したジ
ェスチャがジェスチャデータベースに格納された複数のジェスチャのうちの１つと一致す
るかどうかを決定するステップと、検出したジェスチャに関連するジェスチャデータベー
ス内の割り当てられた少なくとも１つのシステム機能を読み出すステップと、少なくとも
１つのシステム機能を起動するステップと、を有する。少なくとも１つのシステム機能は
、第２超音波センサユニットから第１超音波センサユニットに音源を切り替えることを含
み、該システム機能に割り当てられたジェスチャは、第１超音波センサユニットの表面に
おけるダブルタップを有する。
【００１１】
　更なる態様によると、本発明は、ジェスチャを用いて制御可能な少なくとも２つの超音
波センサユニットを有する超音波システムであって、各超音波センサユニットは超音波セ
ンサユニットの表面上でのジェスチャ検出のためのセンサを有する、システムを提案する
。システムは、第１超音波センサユニット上で検出されたジェスチャがジェスチャデータ
ベースに格納された複数のジェスチャのうちの１つと一致するかどうかを決定し、検出し
たジェスチャに関連するジェスチャデータベース内の割り当てられた少なくとも１つのシ
ステム機能を読み出し、少なくとも１つのシステム機能を起動するよう構成される。少な
くとも１つのシステム機能は、第２超音波センサユニットから第１超音波センサユニット
に音源を切り替えることを含み、該システム機能に割り当てられたジェスチャは、第１超
音波センサユニットの表面におけるダブルタップを有する。
【００１２】
　ジェスチャデータベースは、複数のジェスチャを格納して良い。この阿波居、検出され
たジェスチャがジェスチャデータベースに格納された複数のジェスチャのうちの１つに一
致するかどうかが決定され、検出されたジェスチャに関連するジェスチャデータベース内
の割り当てられた少なくとも１つのシステム機能を読み出すために、検出されたジェスチ
ャはジェスチャデータベース内のジェスチャと照合される。
【００１３】
　本発明の一実施形態では、方法は、少なくとも１つのセンサによりジェスチャを検出す
るステップと、検出されたジェスチャをジェスチャテンプレートデータベース内のジェス
チャテンプレートとして格納するステップと、を更に有する。格納されたジェスチャテン
プレートは、次に、少なくとも１つのシステム機能を割り当てられる。方法は、少なくと
も１つのセンサにより検出可能なジェスチャを実行するステップと、実行されたジェスチ
ャに一致する格納されたジェスチャテンプレートを決定するステップと、を更に有する。
割り当てられた少なくとも１つのシステム機能は、次に、決定された一致する格納された
ジェスチャテンプレートに基づき決定され、無線健康監視システム内で起動される。シス
テムは、ベースユニット、少なくとも１つのセンサ、及びディスプレイ上のグラフィカル
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ユーザインタフェース（ＧＵＩ）を有する。
【００１４】
　種々の実施形態において、本願明細書に記載の方法は、少なくとも１つのセンサにより
ジェスチャを検出する超音波装置を含んで良く、少なくとも１つのジェスチャは、少なく
とも１つのシステム機能及び多くの場合には複数のシステム機能を表す。検出されたジェ
スチャは、ジェスチャテンプレートデータベース内の格納されたジェスチャと比較されて
良く、少なくとも１つのシステム機能及び／又は複数のシステム機能は、同様にジェスチ
ャテンプレートデータベースに格納され及び特定のジェスチャテンプレートに関連付けら
れて良い。格納されると、ジェスチャは、超音波装置で実行されて良く、装置にある少な
くとも１つのセンサにより該装置上で検出可能であっても良い。システム及び方法は、ジ
ェスチャデータベース内の複数の格納されたジェスチャのうちのいかなるジェスチャが、
実行され検出されたジェスチャと一致するかどうかを決定し、一致する場合には、格納さ
れたジェスチャに関連付けられた割り当てられた少なくとも１つのシステム機能を決定し
て良い。一致が検出され決定された場合、少なくとも１つのシステム機能が起動されて良
い。
【００１５】
　種々の実施形態では、システムは、ユーザにより操作され得る超音波装置及びセンサユ
ニットを含んで良い。超音波装置は、センサモジュール、音声出力装置、加速度計、通信
モジュール、及び電源を有して良い。装置は、ジェスチャ入力を検出するセンサを含んで
良く、通信モジュールは装置とベースユニットとの間の通信を可能にして良い。センサモ
ジュールの音声出力装置は、幾つかの変形では、ベースユニット内の音声出力を有して良
い。これらのうちの何れかは、標準的な信号処理を利用し、音声データのデータストリー
ム、センサモジュール又はベースユニットの何れかにある音声出力装置から発せられる音
声データを生成する。ベースユニットは、通信モジュール、電源、及びメモリに格納され
た統合又は非統合ジェスチャデータベースと一緒にプロセッサを有して良い。幾つかの態
様では、ジェスチャデータベースは、ベースユニットから関連付けられた装置へ移植され
ても良い。関連付けられた装置は、充電のためにドックに入れられると、ジェスチャデー
タベースを受信し、ローカルにデータベースのコピーを維持できる。プロセッサは、本願
明細書に記載のシステムの種々の態様及び方法を実施するための命令を格納する関連付け
られたメモリも有して良い。さらに、グラフィカルユーザインタフェースは、ベースユニ
ットに統合され、又は関連付けられたディスプレイと共に該ベースユニットと別個であっ
て良い。
【００１６】
　本発明のシステムは、双子の胎児監視のための２つのセンサ間での音源切り替えのため
の第１及び第２超音波装置を含む。代替として、本願明細書に開示のシステム及び方法は
、例えば三つ子の胎児心拍を検出するときのように、いかなる複数の超音波トランスデュ
ーサをサポートして良い。このような実装の幾つかの例では、２つの超音波装置及びセン
サが利用されて良く、ベースユニットとの電子通信により統合されて良い。標準的に、２
つのセンサのうちの１つだけが監視のために音響出力源として使用でき、両方のセンサは
両方の又は複数の胎児の心臓を監視するために患者の腹部に取り付けられて良い。このよ
うな複数の心拍の適用及びモード実装では、オペレータは、センサ／超音波装置上の制御
ジェスチャにより音源の間で切り替えて良い。使われていない装置（現在いかなる音声デ
ータも提供していないいかなる装置）は、ジェスチャ入力を検知し、ベースユニットに転
送される音源入力を切り替え、他の心臓を監視可能にして良い。センサにより、実行され
たジェスチャを検出した後に、音源切り替えが開始され、使われていないセンサがソース
超音波装置になる。ベースユニットは、必要に応じてソースを便利に切り替え可能にする
ように、センサ／超音波装置と電子通信して良い。
【００１７】
　実装では、本開示は、ジェスチャを用いて超音波装置を制御する方法であって、超音波
センサユニットからのジェスチャを検出するステップと、検出されたジェスチャを電子通
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信によりベースユニットに提供するステップと、検出されたジェスチャがジェスチャデー
タベースに格納された複数のジェスチャのうちの１つに一致するかどうかを決定するステ
ップと、検出されたジェスチャをジェスチャデータベース内の複数のジェスチャのうちの
１つと照合するステップと、検出されたジェスチャに関連するジェスチャデータベース内
の割り当てられた少なくとも１つのシステム機能を読み出すステップと、センサユニット
において少なくとも１つのシステム機能を起動するステップと、を含む方法を説明する。
【００１８】
　これら及び他の実装は、それぞれ任意で、以下の特徴のうちの１又は複数を含み得る。
例えば、特徴は、ジェスチャの検出が容量性センサを通じることを含んで良い。特徴は、
検出された更なるジェスチャをジェスチャテンプレートとしてジェスチャデータベースに
格納することにより、ジェスチャデータベースを移植するステップと、ジェスチャデータ
ベース内の格納されたジェスチャに少なくとも１つのシステム機能を割り当てるステップ
と、検出したジェスチャと共に複数の基準センサデータを含めるステップと、を有して良
い。特徴は、関連付けられたマウス型入力モードジェスチャを認識することにより、超音
波センサユニットにおいてマウス型入力モードを起動するステップと、関連付けられたグ
ラフィカルユーザインタフェースディスプレイのために超音波センサユニット上の制御ジ
ェスチャを解釈するステップと、を有して良い。並びに、特徴は、グラフィカルユーザイ
ンタフェースディスプレイ上の入力に関連する制御ジェスチャを解釈するステップを含ん
で良い。
【００１９】
　さらに、ジェスチャを用いて超音波装置を制御するシステムは、超音波センサモジュー
ル、複数の容量性センサ及び通信モジュールを含む超音波センサユニットと、プロセッサ
、メモリ及びベースユニット通信モジュールを含むベースユニットと、ベースユニットの
プロセッサによりアクセス可能な制御ジェスチャデータデータベースと、を有して良く、
ベースユニットのメモリは命令を有し、該命令は、プロセッサにより実行されると、容量
性センサのうちの少なくとも１つからのジェスチャセンサデータを検出し、ジェスチャセ
ンサデータはジェスチャを表し、検出されたジェスチャセンサデータを電子通信によりベ
ースユニットに提供し、検出されたジェスチャセンサデータがジェスチャデータベースに
格納された複数のジェスチャのうちの１つに一致するかどうかを決定し、決定された一致
したジェスチャに関連するジェスチャデータベース内の割り当てられた少なくとも１つの
システム機能を読み出し、センサユニットにおいて少なくとも１つのシステム機能を起動
する、よう動作する。
【００２０】
　他の実装は、それぞれ任意で、以下の特徴のうちの１又は複数を含み得る。ベースユニ
ットのメモリは命令を更に有し、該命令は、プロセッサにより実行されると、第１超音波
センサユニットから第２超音波センサユニットに音源を切り替えるよう動作する。特徴は
、検出されたジェスチャセンサデータがジェスチャデータベースに格納された複数のジェ
スチャのうちの１つに一致するかどうかを決定するとき、ジェスチャデータベース内の複
数の格納されたジェスチャセンサデータとのジェスチャセンサデータの比較を含んで良い
。特徴は、ベースユニットのメモリが命令を更に含み、該命令は、プロセッサにより実行
されると、検出されたジェスチャセンサデータをジェスチャテンプレートとしてジェスチ
ャデータベースに格納することにより、ジェスチャデータベースを移植し、ジェスチャデ
ータベース内の格納されたジェスチャに少なくとも１つのシステム機能を割り当てる、検
出されたジェスチャセンサデータと共にジェスチャ識別子を含める、よう動作することを
含み得る。
【００２１】
　他の特徴は、ベースユニットが、関連付けられたマウス型入力モードジェスチャを認識
することにより、超音波センサユニットにおいてマウス型入力モードを起動し、関連付け
られたグラフィカルユーザインタフェースディスプレイのための、超音波センサユニット
における制御ジェスチャを解釈し、制御ジェスチャはグラフィカルユーザインタフェース
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上の入力に関連する、よう更に動作することを含み得る。
【００２２】
　他の態様は、対応する方法、システム、機器、及びコンピュータプログラムを含み得る
。
【００２３】
　他の実装は、上述の方法のうちの１又は複数のような方法を実行するためにプロセッサ
（例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）又は画像処理ユニット（ＧＰＵ））により実行可
能な命令を格納する１又は複数の非一時的コンピュータ可読記憶媒体を含み得る。更に別
の実装は、上述の方法のうちの１又は複数の１又は複数（例えば全部）の態様のような方
法を実行するために格納された命令を実行するよう動作可能な１又は複数のプロセッサを
含む１又は複数のコンピュータのシステムを含み得る。
【００２４】
　理解されるべき点は、前述の概念及び本願明細書に更に詳細に記載される更なる概念の
全ての組合せが、本願明細書に開示される主題の一部であると考えられることである。例
えば、本開示の最後にある請求される主題の全ての組合せは、本願明細書に開示された主
題の一部であると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　添付の図面は、本開示の更なる理解を提供するために含まれ、種々の実施形態を説明す
るためにここに組み込まれる。以下の図面がある。
【図１】一実施形態によるジェスチャにより無線健康監視システムを制御する方法を説明
するフローチャートである。
【図２】別の実施形態によるジェスチャにより制御される無線健康監視システムのブロッ
ク図である。
【図３】本願明細書に提示される説明に従うジェスチャテンプレートデータベースを示す
。
【図４】双子の胎児監視のための２つの無線センサ間のジェスチャにより音源切り替えの
ためのセンサを用いる無線健康監視システムを示す。
【図５】ジェスチャによる音量調整のためのセンサを用いる無線健康監視システムを示す
。
【図６】無線健康監視システムＧＵＩ上のジェスチャによるマウス型機能を入力するため
にセンサを用いる無線健康監視システムを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本願明細書に記載の技術の幾つかの実装では、超音波装置を操作しているオペレータか
らの種々のジェスチャ又は入力を検出するためにセンサ入力を有する超音波センサが、利
用され得る。超音波装置は、種々の実装では、電子通信し、ジェスチャと超音波装置の関
連付けられた機能との両方を格納するジェスチャデータベースを含み得る、ベースユニッ
トを更に有して良い。
【００２７】
　以下は、本願明細書で説明される種々の実施形態のための説明において使用される用語
である。
【００２８】
　本願明細書で使用される用語「健康監視」は、幾つかの態様では、妊娠、陣痛、及び分
娩の間に行われるような、患者の生理的パラメータの監視又は測定を表し得る。健康監視
のために使用されるシステムは、超音波装置のような装置を含み得る。
【００２９】
　本願明細書で使用される用語「センサ」は、幾つかの実施形態では、胎児及び母の生理
的パラメータを監視するために使用される超音波装置コンポーネントを表し得る。本願明
細書で使用される「センサ」の一例は、加速度計、又は超音波トランスデューサのような
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トランスデューサであって良い。
【００３０】
　本願明細書で使用される用語「ジェスチャ」は、幾つかの態様では、例えば物理的ボタ
ン又はつまみを使用する必要無しに装置の制御又は動作を可能にする指のような１又は複
数の身体部分によるいかなる運動又は動きを表し得る。これらのジェスチャの使用は、タ
ッチスクリーンを含む容量性又は抵抗性表面のような接触感応表面を用いて実装されて良
い。一実施形態で利用可能なジェスチャの例は、特に、タップ、ダブルタップ、スワイプ
動作、又はそれらのいかなる組み合わせを含む。
【００３１】
　本願明細書に開示の技術は、無線健康監視システムを制御する方法及びシステムを含み
得る。方法は、少なくとも１つのセンサによりジェスチャを検出するステップと、検出さ
れたジェスチャをジェスチャテンプレートとしてジェスチャテンプレートデータベースに
格納するステップと、格納されたジェスチャテンプレートに少なくとも１つのシステム機
能を割り当てるステップと、少なくとも１つのセンサにより検出可能なジェスチャを実行
するステップと、実行されたジェスチャと一致する格納されたジェスチャテンプレートを
決定するステップと、決定された一致する格納されたジェスチャテンプレートに基づき、
割り当てられた少なくとも１つのシステム機能を決定するステップと、決定された少なく
とも１つのシステム機能を起動するステップと、を有して良い。
【００３２】
　本願明細書で説明する技術は、無線健康監視システムを制御するシステムにも関連し得
る。システムは、信号を処理するベースユニットと、健康監視に関連する信号を記録する
センサユニットと、ジェスチャを検出するセンサユニット及びシステムと相互作用するグ
ラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）に結合される少なくとも１つのセンサと、を
有して良い。
【００３３】
　多くの医療センサ、特に健康監視のために使用されるセンサは、組み込み型加速度計を
有する。加速度計は、脈拍検出、動き及び姿勢検出、又は落下検出のような種々の目的の
ために使用される。加速度計のうちの幾つかは、組み込み型タップ又はダブルタップ検出
を既に有する。最も簡単な実装では、タップ機能は、複数のセンサのうちの１つの特定機
能を起動するために使用され得る。例えば、双子の胎児監視のために、２つのセンサが母
の腹部に配置される。センサのうちの１つだけが音響ドプラ音源として使用され得るが、
第２センサを再位置付けする必要がある場合には、音響出力の音源は第２センサに切り替
えられなければならない。
【００３４】
　本開示は、タップ又はダブルタップのようなジェスチャを用いて、その場で音源切り替
えを可能にすることにより、上述のような従来の問題に対する解決策を提供する。タップ
によりトリガされる機能は、センサ種類に依存でき、したがって異なる動作を可能にする
。焦点変更の可能性に加えて、タップ動作は、特定の時間の加速度計データの解釈モード
を有効にするために使用され得る。
【００３５】
　本願明細書に記載の一態様では、解釈モードは、加速度計又は本発明の無線健康監視シ
ステムが本発明に従い切り替えられる可能な幾つかのモードのうちの１つである。このモ
ードは、対応する伝統的な等価機能（例えば、物理的ボタン及びつまみにより制御される
伝統的なハードウェアの機能）が割り当てられた入力されたジェスチャ機能により置き換
えられることが意図されることを、装置が解釈し及び識別することを可能にする。このモ
ードでは、例えば、平面内の回転運動は、音量を制御するための回転つまみの回転として
解釈され得る。多くの他の所定ジェスチャ、例えば上又は下へのシフト動作、左及び右へ
のシフト動作、等が使用されて良い。加速度計は、さらに、仮想マウスと類似する入力モ
ードを提供するために使用され得る。解釈モードに切り替えた後に、タップ又はダブルタ
ップにより、ジェスチャは、ベースユニットの操作パネル上でカーソルを位置決めし、例
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えばタップ又はダブルタップによりパネル上の選択された制御ボタンの基本機能を起動す
るために使用され得る。解釈モードの起動は、タップによる起動に限定されない。近接セ
ンサ又は他の手段も、このような機能を有効にするために使用され得る。
【００３６】
　図１は、一態様によるジェスチャにより無線健康監視システムを制御する例示的な方法
を説明するフローチャートを示す。ジェスチャは、少なくとも１つのセンサにより検出さ
れ（ステップ１００）、次にジェスチャテンプレートデータベースにジェスチャテンプレ
ートとして格納される（ステップ１０２）。格納されたジェスチャテンプレートは、ユー
ザ選好に従い少なくとも１つのシステム機能に割り当てられる（ステップ１０４）。ユー
ザが少なくとも１つのセンサにより検出可能なジェスチャを実行すると（ステップ１０６
）、システムは、ジェスチャテンプレートデータベースから、検出したジェスチャに最も
密接に一致する格納されたジェスチャテンプレートを決定する（ステップ１０８）。識別
されたジェスチャについて割り当てられた少なくとも１つのシステム機能が決定され（ス
テップ１１０）、次に対応するシステム機能が起動される（ステップ１１２）。
【００３７】
　検出したジェスチャに一致するジェスチャテンプレートの決定は、ジェスチャデータベ
ースのコピーを有して良いデータベースにおいて行われて良い。代替として、ジェスチャ
データベースは、このようなデータベース及びメモリの記憶のための関連付けられたメモ
リ、及びこのようなテンプレート及び検出されたジェスチャを照合するための命令を実行
するプロセッサ、の両方を有して良い。
【００３８】
　起動され得るシステム機能は、望ましくは、音源切り替え、音量調整、及びマウス型入
力を有する。望ましくは、ジェスチャテンプレートは、連続的に又は同時に、１より多く
のシステム機能を起動できる。
【００３９】
　別の態様では、望ましくは、医師及び医療専門家のような認可ユーザだけが、カスタマ
イズされた又は個人化されたジェスチャをジェスチャテンプレートデータベース内に生成
し及び格納すること、及び更に、彼らの生成したカスタマイズされたジェスチャテンプレ
ートに対応するそれらの好適なシステム機能を割り当てることを許可される。したがって
、ユーザは、タップ及び指向性スワイプのような単純な予め格納されたジェスチャテンプ
レートに限定されず、利便性に基づき又は幾つかの物理的制限を理由に彼ら自身の好適な
ジェスチャを選択する柔軟性を許される。望ましくは、システムは、より複雑な制御ジェ
スチャの生成、及び該ジェスチャへの高度に専門化されたシステム機能の割り当て、例え
ば１つの比較的複雑なジェスチャを用いて連続的に実行される２つの等価な別個の機能を
実行することを可能にする。
【００４０】
　図２は、無線健康監視システムの別の実施形態を示す。図２に示すように、無線健康監
視システムは、ベースユニット２００、センサユニット２０２、及びディスプレイ装置２
０６に示されるグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）２０４を有する。ベースユ
ニット２００は、プロセッサ２０８、電源２１０、少なくとも１つのドック部分２１２、
及び通信モジュール２１４を有する。ベースユニット２００は、ジェスチャテンプレート
データベース２１８を格納するメモリ２１６を更に有する。患者２２０に取り付けられる
と、センサユニット２０２は、センサモジュール２２２により無線健康監視信号取得を可
能にする。好適な実施形態では、センサユニット２０２は、ベルト、接着剤又はそれらの
いかなる組み合わせのようないかなる適切な取り付け手段により、患者２２０に取り付け
られるセンサユニット２０２は、超音波検査で使用される超音波センサユニットであって
良い。
【００４１】
　例えば、センサモジュールは、種々の実施形態においてトランスデューサアレイであっ
て良い。トランスデューサアレイは、望ましくは円形に配置される複数のトランスデュー



(11) JP 2019-523938 A 2019.8.29

10

20

30

40

50

サ素子を含んで良く、少なくとも１つのトランスデューサ素子は望ましくはアレイの中心
に位置決めされる。トランスデューサ素子は、幾つかの態様では、圧電トランスデューサ
であっても良い。センサモジュールのトランスデューサアレイは、種々の有線ケーブル又
は無線接続を通じて、通信モジュール又は他の制御及び通信電子機器を介して、種々のド
プラ信号を受信して良い。
【００４２】
　センサユニット２０２は、オペレータがセンサユニットの表面をタッチすることを可能
にし且つ複数の基準センサデータを通じてセンサユニット２０２により検出されるタッチ
スクリーン／タッチパッドを含む容量性又は抵抗性センサを更に有して良い。複数のセン
サは、オペレータによる装置の表面上の検知されたタッチの位置を特定するために利用で
きる。関連付けられた基準センサデータ３０４は、図３の表に提示され、プログラムされ
た又は予め定められたジェスチャの識別を可能にする。ジェスチャ入力を読み出す対応す
るセンサは、センサユニットがジェスチャを検出するための多数のセンサ又は他のセンサ
入力装置であり得る。ジェスチャセンサデータは、次に、ジェスチャデータベース内の提
示されたジェスチャ及び関連付けられたシステム機能の対応する決定のためにベースユニ
ットへ送信されて良い。代替として、及び幾つかの実装では、センサユニットは、ジェス
チャデータベースのコピーをローカルに有して良く、センサデータを解釈し、及び／又は
代替として対応する検出されたジェスチャテンプレートに関連付けられた対応するシステ
ム機能を起動し得る。
【００４３】
　幾つかの実装では、望ましくないタッチ又は動作がシステム機能を開始することを防ぐ
ことが望ましい場合がある。このような望ましくない干渉動作は、患者又はオペレータか
ら生じる場合がある。このような場合には、望ましくない機能のこのような開始を回避す
るために、ジェスチャ入力を有効及び無効にする用意された手段がセンサユニット内に実
装されるべきである。センサユニット２０２のグリップ動作を検出する近接センサは、他
のロックジェスチャ又はシステム入力若しくは設定にも使用されて良い。
【００４４】
　他の実装では、指紋センサは、センサユニット２０２に統合されて良い。ここで、セン
サは、認可ユーザだけが種々の機能入力にアクセスすることを許可し得る。指紋データは
、トランスデューサ機能を操作する権利を有する人物について、メモリ内に維持されて良
く、ローカルに又はベースユニットにある同様のデータベース内に格納されて良い。この
ような実装では、複数のユーザが、センサユニット又は特定機能の起動のために、彼らの
指紋を記録させ得る。指紋センサデータは、各オペレータの別個のプロファイル、設定ル
ーチン、又はジェスチャ入力を提供し及び定義するために利用され得る。同様に、実施形
態において、動作及び／又は機能は、指紋センサに適用される特定の指に関連付けられ得
る。例えば、人差し指による入力は特定の所定機能を提供して良く、一方で、中指は音量
増大を提供して良く、薬指は音量を減少して良い。代替の結合機能は、認可ユーザの各指
について直ちに定められ得る。
【００４５】
　幾つかの例では、センサモジュール２２２は、胎児心拍を監視し又は測定する少なくと
も１つの超音波ドプラセンサを有する。センサアセンブリ２２２は、子宮収縮を記録する
（registering）ＴＯＣＯセンサも有する。センサユニット２０２は、無線健康監視シス
テムが配備されないとき、又はセンサユニット２０２がドック部分２１２で充電されてい
るとき、ベースユニット２００のドック部分２１２に入れられるよう構成される。本発明
の一実施形態では、複数のセンサユニットをドックに入れるために、１より多くのドック
部分２１２がベースユニット２００に設けられる。センサユニット２０２は、電源２２４
、通信モジュール２２６、少なくとも１つの加速度計２２８、及び代替として音声出力装
置２３０を有する。本願明細書の種々の特徴及び態様を実装するシステムの一実装では、
通信モジュール２１４及び２２６は、無線で、幾つかの実装では有線接続を通じて又はセ
ンサが充電のためにドックに入れられている場合に、通信可能に結合される。
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【００４６】
　図３は、本願明細書に記載の別の実施形態によるジェスチャテンプレートデータベース
を示す。ジェスチャテンプレートデータベースは、ジェスチャテンプレートを格納する。
ジェスチャテンプレートの各々はジェスチャＩＤ３００及びジェスチャラベル３０２を割
り当てられる。各ジェスチャの識別を可能にする対応するセンサデータ３０４も、ジェス
チャテンプレートデータベースに格納される。ジェスチャテンプレートデータベースは、
格納されたジェスチャテンプレートの各々に割り当てられたシステム機能３０６も格納す
る。種々の実施形態では、ジェスチャテンプレートデータベース２１８は、無線健康監視
システムのベースユニットのメモリに格納される。代替として、ジェスチャテンプレート
データベースは、ローカル又はリモートネットワークサーバに格納される。少なくとも１
つのセンサが実行されたジェスチャを検出すると、ジェスチャテンプレートデータベース
は、一致する格納されたジェスチャテンプレート及び対応するシステム機能を識別するた
めに、システムによりアクセスされる。テンプレートデータベースは、実装に依存して、
センサユニットに又はベースユニットに、又は代替として、マスタが１又は択一的位置に
維持され保持されてその両方に配置され得る。さらに、任意的実装では、マスタテーブル
がベースユニットに配置され、センサユニットがドックに入れると、センサユニットメモ
リに転送されて良い
　幾つかの実装では、ジェスチャテンプレートデータベースは、ベースユニット２００か
ら遠隔にあって良く、ジェスチャ及び関連定義及びシステム機能の標準的ライブラリを含
むために利用可能であって良い。ジェスチャデータベースのこれらの関連付けられたジェ
スチャは、通信モジュールにより到達可能であって良く、オンラインデータベースを含ん
で良い。
【００４７】
　並びに、ベースユニット及びセンサユニットの両者は、超音波センサユニット及びベー
スユニットの種々の特徴及び機能を実施するプログラムの実行を可能にするために、メモ
リに関連付けられた別個のプロセッサを含んで良い。幾つかの態様では、センサユニット
及びベースユニットの両者は、同じモジュールに統合されて良く、及び／又は同じメモリ
からのプログラムを実行して良い。さらに、種々の実装では、ジェスチャデータベースは
、ベースユニット２００及びセンサユニット２０２の一方又は両方によりアクセス可能で
あって良い。追加で、ディスプレイ及び又はユーザインタフェース２０４／２０６は、ベ
ースユニットに統合されて良く、本願明細書に記載のシステムの他の態様及び構造は、共
有メモリ及びデータベースアクセスを有して良い。ユーザインタフェースは、ディスプレ
イサブシステムを更に含んで良い。ディスプレイサブシステムは、陰極線管（ＣＲＴ）、
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のような平面パネル装置、投影装置、又は可視画像を生成す
る何らかの他のメカニズムを含み得る。ディスプレイサブシステムは、音声出力装置によ
るような非可視ディスプレイも提供して良い。通常、用語「出力装置」及び／又は「ディ
スプレイ／ユーザインタフェース」の使用は、コンピューティング装置からユーザへ又は
別の機械若しくはコンピューティング装置へ情報を出力するための全ての可能な種類の装
置及び方法を含むことを意図する。
【００４８】
　さらに、幾つかの態様では、記憶サブシステムが、ジェスチャデータベースを含む本願
明細書に記載のモジュールの一部又は全部の機能を提供するプログラミング及びデータ構
造を格納するためにメモリと共に使用されて良い。例えば、記憶サブシステム又は他のメ
モリは、記載の種々の方法の１又は複数の態様を実行するためのロジックを含んで良い。
【００４９】
　実装において説明した種々の特徴を実施するソフトウェアモジュールは、通常、プロセ
ッサ単独で又は他のプロセッサとの組み合わせで実行される。種々の記憶サブシステムに
おいて使用されるメモリは、プログラム実行中の命令及びデータの記憶のための主ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、及び固定命令が格納される読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）
を含む多数のメモリを含み得る。ファイル記憶サブシステムは、プログラム及びデータフ
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ァイルの永久記憶を提供するために使用されて良く、ハードディスクドライブ、関連する
取り外し可能媒体と一緒にフロッピーディスクドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、光ドラ
イブ、又は取り外し可能媒体カートリッジを含み得る。特定の実装の機能を実施するモジ
ュールは記憶サブシステム内のフィアル記憶サブシステムにより、又は本願明細書に記載
のプロセッサによりアクセス可能な他の機械に格納されて良い。
【００５０】
　さらに、バスシステムは、いかなるコンピューティング装置／ベースユニットの種々の
コンポーネント及びサブシステムに、必要に応じて互いに通信させるメカニズムを提供し
て良い。バスサブシステムは単一のバスであって良いが、バスサブシステムの代替実装は
、種々の構造を接続するために複数のバスを使用して良い。
【００５１】
　コンピューティング装置及び／又はベースユニットは、ワークステーション、サーバ、
コンピューティングクラスタ、ブレードサーバ、サーバファーム、又は超音波装置と通信
し得るいかなる他のデータ処理システム若しくはコンピューティング装置を含む様々な種
類であり得る。コンポーネント及びネットワークの絶え間なく変わる特性により、コンピ
ューティング装置及び／又はベースユニット並びに種々の実装において示される他のシス
テム要素の説明は、幾つかの実装を説明する目的で特定の例のみを意図する。図示したコ
ンピューティング装置より多数の又は少数のコンポーネントを有するコンピューティング
装置の多くの他の構成が可能である。
【００５２】
　種々の実装で、ジェスチャテンプレートデータベースに格納されたデータのアクセス及
び偏光は、無線健康監視システムの制御ジェスチャの意図的又は偶発的改竄を防ぐために
、医師及び医療技術者のような認可ユーザに制限される。これは、例えば認可ユーザのみ
がアクセス可能なジェスチャカスタマイズインタフェースにアクセスするためにパスワー
ド又は他のセキュリティ識別入力を要求するような、標準的なセキュリティシステム及び
方法を用いて実施できる。他のセキュリティ機能が本発明において実施されて良い。
【００５３】
　本願明細書に記載の技術の幾つかの実装では、共通に使用されるジェスチャに対応する
ジェスチャテンプレートは、割り当てられた規定システム機能と共にジェスチャテンプレ
ートデータベースに予め格納される。これらの共通に使用されるジェスチャの例は、単一
のタップ、ダブルタップ、又は指向性スワイプのような単純な指ジェスチャである。種々
のスライド、スワイプ、ピンチ、及び回転動作を結合する多くの複雑なジェスチャテンプ
レートは、より複雑な機能を起動するために格納されて良い。本発明に従い使用され得る
他の種類のジェスチャテンプレートは、一連の同一タップ動作として又は他の種類のジェ
スチャとの組み合わせで、カスタマイズされた機能を有効にするために素早く連続する複
数回のタップを要求するようなソート時間間隔により分離されるジェスチャの結合を含む
。
【００５４】
　別の態様では、２以上の機能の組み合わせは、１つのジェスチャテンプレートに割り当
てられ、したがって、ユーザは１つのジェスチャだけを用いて少なくとも２つの連続する
機能を有効にできる。任意で、予め格納されたジェスチャの規定システム機能は、ジェス
チャが他の非標準的又は非規定機能を起動するよう、ユーザにより変更できる。
【００５５】
　図４は、双子の胎児監視のための２つのセンサ間の音源切り替えのためのシステム機能
を用いる無線健康監視システムを示す。この場合、２つのセンサ４００、４０２は、それ
ぞれ２つの胎児の心臓４０４，４０６を監視するために、双子を妊娠している患者の腹部
に取り付けられる。２つのセンサ４００、４０２のうちの１つだけが、１つの特定の胎児
の心臓を監視するために、音響出力源として使用できる。例えば、医師は、陣痛の間、患
者の双子の監視のために無線健康監視システムを使用して良い。位置は、それぞれ胎児の
心臓４０４及び４０６を監視するために２つのセンサ４００及び４０２を患者の腹部に取
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り付ける。位置は、先ず胎児の心臓４０６を監視し、センサ４０２をシステムの音源とし
て使用する。次に胎児の心臓４０４を監視するために、センサ４０２からセンサ４００へ
音源切り替え（矢印４０８により示される）が開始されなければならない。音源切り替え
４０８を開始するために、医師は、センサ４００で対応する制御ジェスチャ４１０（ここ
ではタップとして示される）を実行する。センサ４００により、実行されたジェスチャ４
１０を検出した後に、音源切り替え４０８が開始され、センサ４００がシステムの音源に
なる。この制御ジェスチャにより起動された音源切り替えは、物理的ボタンを使用する必
要を取り除き、医師はベースユニットと患者との間を前後に移動する必要がないので、医
師が心臓４０４及び４０６を迅速に且つ便利に、選択的に監視することを可能にする。
【００５６】
　図５は、システムの音声出力の音量調整のためのシステム機能を用いる無線健康監視シ
ステムを示す。無線健康監視システムを使用する際に、センサ５００は、胎児心拍を検出
し、検出された胎児心拍を出力する。図５に示すように、センサ５００により検出された
反時計回りのスワイプ動作５０２又は時計回りのスワイプ動作５０４は、システムが音量
調整モードであるとき音量を調整するためにユーザ５０６により使用される。制御ジェス
チャ５０２及び５０４は、音量制御つまみの回転と同様に、それぞれ音量の減少及び増大
に対応する。制御ジェスチャにより音量を所望レベルに調整した後に、音量調整モードは
、望ましくはタイムアウト又は別の制御ジェスチャにより停止される。
【００５７】
　記載の音声出力装置は、センサユニット２０２に配置され、又はベースユニット２００
内に統合され得る。音声出力装置は、ベースユニット又はセンサユニットに配置されるか
に拘わらず、センサモジュールからの信号を入力として受信し、このような信号を出力装
置により発せられる音声ストリーム信号に変換し得る。このような信号の音声フォーマッ
トへの変換は、ベースユニット又はセンサユニットにおいて達成され得る。実装では、音
声出力装置２３０は、センサユニットと直接通信し且つ通信チャネル及び音声ストリーム
の生成のために通信モジュール２１４／２２４を介して反射超音波信号ストリームをセン
サユニットから受信するベースユニットに配置される。
【００５８】
　図６は、システムのディスプレイ上の無線健康監視システムＧＵＩ６００上のマウス型
入力を認識する、本願明細書に記載の別の実施形態による無線健康監視システムを示す。
音量調整モードと同様に、マウス型入力モードは、センサ６０４上でユーザ６０２により
実行される特定制御ジェスチャにより開始される。マウス型入力モードが開始されると、
センサは、ＧＵＩ６００上のマウス型入力（例えば、クリック、カーソル誘導）に対応す
る制御ジェスチャを検出し解釈する。ここで、センサ６０４上の上方へのスワイプは、Ｇ
ＵＩ６００上のカーソルの上方への移動に対応し、下方へのスワイプはカーソルの下方へ
の移動に対応し、左及び右へのスワイプも同様である。タップのような、このモードにお
ける他のジェスチャも、ＧＵＩ６００上のクリック又は選択機能を起動するために使用さ
れて良い。図６で、「双子オフセット入（Twin　offset　on）」ボタンは、上方へのスワ
イプ６０６を実行することにより選択され、対応する機能がタップ又はダブルタップによ
り起動される。ユーザが行われると、マウス型入力モードは別の制御ジェスチャにより停
止される。
【００５９】
　本願明細書に開示の技術の別の実装では、医師又は他のオペレータは、無線健康監視シ
ステムのスタンバイモードを起動するために制御ジェスチャをカスタマイズすることを決
定して良い。図示のように、ジェスチャロックモードは、センサのジェスチャ検出を停止
する。これは、監視中にセンサを取り扱うとき、及びいかなる調整も行う必要のないとき
に有用である。オペレータは、無線健康監視システムに制御ジェスチャカスタマイズモー
ドを入力して良い。これは、彼が新しいジェスチャテンプレートを生成することを許可さ
れる前に、パスワードを入力することを彼に要求する。新しいジェスチャは、例えば、４
回の素早い連続タップのパターンがオペレータにより実行され、センサに結合された加速



(15) JP 2019-523938 A 2019.8.29

10

20

30

40

度計により検出されることである。望ましくは、オペレータは、加速度計を校正するため
に及びジェスチャをジェスチャテンプレートとして格納する前にジェスチャの正確な検出
を可能にするために、新しいジェスチャを特定回数だけ繰り返すことを促される。ジェス
チャテンプレートとしてジェスチャテンプレートデータベースに格納されると、医師は、
ジェスチャロック機能を選択し、新しいジェスチャテンプレートに割り当てる。オペレー
タは、選択を確認し、ジェスチャテンプレートデータベースに行われた変更を保存する。
ジェスチャテンプレートデータベースの変更を保存した後に、無線健康監視システムは、
格納したジェスチャテンプレートを選択したジェスチャロック機能に関連付ける。したが
って、オペレータが監視セッション中にセンサユニットにおいて４回の素早い連続タップ
を実行すると、センサは該ジェスチャを検出し、システムは次にジェスチャロックである
前に割り当てられた機能を実行する。
【００６０】
　別の態様では、システム機能は、無線健康監視システムのシステム構成を含む。例えば
、医療技術者は、肥満患者のために設計された健康監視システムを生成するよう指示され
る。分厚い腹部脂肪層が超音波健康監視の有効性を妨げることが知られている。肥満患者
のためのシステム構成は、センサユニットにより放射されるべき超音波のより高い強度設
定及び／又は特定周波数調整を指定して良い。医療技術者は、この特定システム構成をシ
ステム機能として保存する。このシステム機能は、センサユニット上の三角形パターンを
トレースするような特定ジェスチャテンプレートにアクセス可能である。
【００６１】
　したがって、監視セッションが前に格納された構成の使用を求めるとき、認可医療職員
は、肥満患者システム構成を開始するために、無線センサ上で三角形パターンジェスチャ
を実行するだけで良い。これは、セッションが肥満患者に関係する度に、同じ設定の手動
の段階的なシステム構成の不必要な繰り返しを防ぐ。この手順は、さらに、システムの動
作を実行することを遙かに便利に且つ簡単にすることに加えて、監視セッションからの結
果の一貫性、信頼性、且つ予測可能性を向上する。異なる状況に適する他のシステム構成
は、ジェスチャ機能カスタマイズにより同様に実施され得る。
【００６２】
　本発明の更に別の実施形態では、システム機能は個人警報を含む。ベースユニット又は
医療職員に警報を送信することに対応するジェスチャを割り当てることにより、患者は、
陣痛監視中の緊急事態を伝達するための即時手段を提供される。無線センサに個人警報機
能を設けることは、患者が通常は患者の病院のベッド近くに配置される固定された救急呼
び出しボタンに容易に届く範囲内の領域に彼女自身を制限する必要がないので、患者の動
きの自由度を更に許容する。例えば、陣痛の早い時間にあると認められた患者は、無線健
康監視システムを用いて監視される。患者が直ちに治療の必要のある場合、彼女は、彼女
の腹部に取り付けられた無線センサ上で対応する警報ジェスチャを直ちに実行し、個人警
報を起動する。警報を受信した後に、医療職員は、次に、患者に直ちに応答できる。
【００６３】
　本発明は、上述の本発明の幾つかの例示的な実施形態に限定されることを意図しない。
当業者により考案され得る他の変形は、本開示の範囲に含まれることが意図される。



(16) JP 2019-523938 A 2019.8.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(17) JP 2019-523938 A 2019.8.29

【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月10日(2018.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジェスチャを用いて少なくとも２つの超音波センサユニットを有する超音波システムを
制御する方法であって、各超音波センサユニットは前記超音波センサユニットの表面での
ジェスチャ検出のためのセンサを有し、前記方法は、
　第１超音波センサユニット上のジェスチャを検出するステップと、
　前記検出されたジェスチャがジェスチャデータベースに格納されたジェスチャに一致す
るかどうかを決定するステップと、
　前記検出されたジェスチャを前記ジェスチャデータベース内のジェスチャと照合するス
テップと、
　前記検出されたジェスチャに関連する前記ジェスチャデータベース内の割り当てられた
少なくとも１つのシステム機能を読み出すステップと、
　前記少なくとも１つのシステム機能を起動するステップと、
　を有し、前記少なくとも１つのシステム機能は、第２超音波センサユニットから前記第
１超音波センサユニットへ音源を切り替えることを含み、該システム機能に割り当てられ
たジェスチャは、前記第１超音波センサユニットの前記表面上のダブルタップを有する、
方法。
【請求項２】
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　前記超音波センサユニットの各々は、１又は複数の生理的パラメータの監視又は測定の
ための加速度計を有し、ジェスチャ検出のための前記センサは前記加速度計により提供さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記超音波センサユニットは、それぞれ、患者の身体に取り付けるために適応される、
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　ジェスチャを検出する前記センサは、少なくとも１つの容量性センサを有する、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１又は第２超音波センサユニットの前記表面上で検出された更なるジェスチャを
ジェスチャテンプレートとして前記ジェスチャデータベースに格納することにより、前記
ジェスチャデータベースを移植するステップと、
　前記ジェスチャデータベース内の格納されたジェスチャに少なくとも１つのシステム機
能を割り当てるステップと、
　前記検出されたジェスチャと共に複数の基準センサデータを含めるステップと、
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記個々の超音波センサユニットの前記センサにより、関連付けられたマウス型入力モ
ードジェスチャを認識することにより、前記第１又は第２超音波センサユニットにおいて
マウス型入力モードを起動するステップと、
　関連付けられたグラフィカルユーザインタフェースディスプレイのための前記個々の超
音波センサユニットにおける制御ジェスチャを解釈するステップと、
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　制御ジェスチャを解釈する前記ステップは、前記グラフィカルユーザインタフェースデ
ィスプレイ上の入力に関連する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのシステム機能は音量の調整を有し、該システム機能に割り当てら
れた前記ジェスチャは、反時計回りスワイプ動作又は時計回りスワイプ動作を有する、請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記検出されたジェスチャをベースユニットに提供するステップを更に有し、前記検出
されたジェスチャが前記ジェスチャデータベースに格納されたジェスチャと一致するかど
うかを決定する前記ステップは、前記ベースユニットにより実行される、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記検出されたジェスチャが前記ジェスチャデータベースに格納されたジェスチャと一
致するかどうかを決定する前記ステップは、前記第１超音波センサユニットにより実行さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ジェスチャを用いて制御可能な少なくとも２つの超音波センサユニットを有する超音波
システムであって、各超音波センサユニットは前記超音波センサユニットの表面でのジェ
スチャ検出のためのセンサを有し、前記システムは、
　第１超音波センサユニットで検出されたジェスチャがジェスチャデータベースに格納さ
れたジェスチャに一致するかどうかを決定し、
　前記検出されたジェスチャを前記ジェスチャデータベース内のジェスチャと照合し、
　前記検出されたジェスチャに関連する前記ジェスチャデータベース内の割り当てられた
少なくとも１つのシステム機能を読み出し、
　前記少なくとも１つのシステム機能を起動する、
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　よう構成され、少なくとも１つのシステム機能は、第２超音波センサユニットから前記
第１超音波センサユニットへ音源を切り替えることを含み、該システム機能に割り当てら
れたジェスチャは、前記第１超音波センサユニットの前記表面上のダブルタップを有する
、超音波システム。
【請求項１２】
　プロセッサ及びメモリを有するベースユニットを更に有し、前記ベースユニットの前記
プロセッサによりアクセス可能な制御ジェスチャデータデータベースを更に有し、
　前記超音波センサユニットは、
　ジェスチャを表すジェスチャセンサデータを検出し、
　前記検出したジェスチャセンサデータを、電子通信により前記ベースユニットに提供す
る、よう動作し、
　前記ベースユニットの前記メモリは命令を含み、該命令は、前記プロセッサにより実行
されると、
　前記検出したジェスチャセンサデータが前記ジェスチャデータベースに格納された複数
のジェスチャのうちの１つに一致するかどうかを決定し、
　前記決定した一致したジェスチャに関連する、前記ジェスチャデータベース内の前記割
り当てられた少なくとも１つのシステム機能を読み出し、
　前記少なくとも１つのシステム機能を起動する、よう動作する、
　請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ベースユニットの前記メモリは、命令を更に含み、該命令は、前記プロセッサによ
り実行されると、
　検出されたジェスチャセンサデータをジェスチャテンプレートとして前記ジェスチャデ
ータベースに格納することにより、前記ジェスチャデータベースを移植し、
　前記ジェスチャデータベース内の格納されたジェスチャに少なくとも１つのシステム機
能を割り当てる、
　よう動作する、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記検出したジェスチャセンサデータは、指紋を表し、任意で、
　前記ジェスチャデータベースは、複数のオペレータの指紋を表すエントリを含み、前記
割り当てられたシステム機能はオペレータのプロファイルである、請求項１２に記載のシ
ステム。
【請求項１５】
　前記ベースユニットは、
　関連付けられたマウス型入力モードジェスチャを認識することにより、前記第１又は第
２超音波センサユニットにおいてマウス型入力モードを起動し、
　関連付けられたグラフィカルユーザインタフェースディスプレイのための、前記個々の
超音波センサユニットにおける制御ジェスチャを解釈し、前記制御ジェスチャはグラフィ
カルユーザインタフェースディスプレイ上の入力に関連する、
　よう更に動作する、請求項１２に記載のシステム。
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